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原
子
力
に
よ
る
日
本
で
初
め
て
の
発
電
が
実
施
さ
れ
た
の
は

一
九
六
三
年
の
こ
と
だ
。
今
で
は
四
十
八
基
の
営
業
用
原
子
炉
が
国
内
で
稼
働
し
、
発

電
設
備
容
量
は
四
千
万
計
ワ
ッ
ト
余
に
ま
で
膨
ら
ん
だ
じ
と
は
い
え
、
原
子
力
技
術
は
依
然
と
し
て

「未
成
熟
」
の
段
階
を
脱
し
た
と
は
い
い
が
た

く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
て
不
可
欠
と
す
る
推
進
派
、
安
全
性
を
危
ぶ
む
批
判
派
の
間
で
い
ま
だ
に
原
発
は
存
在
の
是
非
で
揺
れ
動
い
て
い
る
。

朝
―・１
新
聞
は
、
安
全
性
の
確
保
や
自
主
技
術
の
確
立
な
ど
の
努
力
を
前
提
条
件
と
し
た
う
え
で
原
発
の
推
進
を
認
め
る
こ
と
を
基
本
姿
勢
に
し
て
き

た
。
し
か
し
、
こ
の
基
本
姿
勢
を
巡
り
、

「安
全
性
」
と

「推
進
」
の
ど
ち
ら
に
軸
足
を
置
く
か
、
で
社
内
で
も
論
議
を
呼
ん
だ
時
期
が
あ

っ
た
。
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原
子
力
問
題
に
対
す
る
自
分
自
身

の
報
道
姿
勢
を
、
簡
潔
に
伝
え
る
に

は
ど
う
表
現
す
れ
ば
よ
い
か
。
当

時
、
論
説
委
員
だ

っ
た
岸
田
純
之
助

倉
こ
が
考
え
た
末
に
思
い
つ
い
た
表

現
が
、
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、Ｂ
Ｕ
Ｔ
」だ

っ
た
。

原
子
力
発
電
所
は
日
本
で
は

一
貫

し
て
過
疎
地
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

い
き
お
い
、
支
局
の
新
人
記
者
が
原

発
取
材
に
携
わ
る
機
会
が
増
え
る
。

新
人
記
者
に
限
ら
ず
、
原
子
力
の
取

材
に
は
専
門
知
識
が
要
求
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
と
ら
え
、
第

一
線

で
の
取
材
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
を

念
頭
に
お
い
た

「原
子
力
発
電
の
手

引

一
と
い
う
社
内
資
料
が
で
き
上
が

っ
た
の
は
、
原
発
ラ
ッ
シ
ュ
真

っ
た

だ
中
の

一
九
七
七
年
七
月
で
あ

っ

た
っこ

の

「
手
引

一
は

、
東
京

、
大

阪
、
西
部
、
名
古
屋
の
朝
日
新
聞
四

本
社
か
ら
調
査
研
究
室
に
集
ま

っ
た

原
子
力
共
同
研
究
班
の
五
人
の
記
者

た
ち
を
中
心
に
作
製
さ
れ
た
。
研
究

班
は
二
月
に
発
足
し
、
四
月
末
ま
で

の
丸
三
カ
月
間
、
取
材
や
調
査
に
専

時
の
発
言
で
あ
る
。
原
子
力
発
電
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
の

一
つ
に
位
置

づ
け
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
認
め

る
。
だ
が
、
そ
れ
に
は
い
く
つ
も
の

厳
し
い
条
件
が
付
帯
す
る
。
そ
の
条

件
を
満
た
す
努
力
を
怠
る
の
で
あ
れ

は

、
原
発
の
推
進
は
認
め
ら
れ
な

い
。
こ
う
し
た
考
え
方
を
、
岸
田
は

「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、
Ｂ
Ｕ
Ｔ

一
に
込
め
た
つ

も
り
で
あ

っ
た
。

岸
田
の
話
は
、
質
疑
応
答
ま
で
合

め
て
約
束
の

一
時
間
を
二
十
分
オ
ー

バ
ー
し
た
。
論
説
室
に
戻

っ
て
出
稿

し
た
社
説
の
ゲ
ラ
の
手
直
し
を
し
て

い
る
と
、
手
元
の
電
話
が
鳴

っ
た
。

研
究
班
の
取
り
ま
と
め
役
で
あ
る
調

査
研
究
室
幹
事
の
西
村
敏
夫
含

し
か

ら
だ

っ
た
。

「さ

っ
き
の
話
の
解
釈

で
、
メ
ン
バ
ー
が
激
論
を
し
た
。
時

間
が
あ
れ
ば
、
も
う

一
度
来
て
質
問

に
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い
か
」

「重
き
を
置
い
て
い
る
の
は

『
Ｙ

Ｅ
Ｓ
』
な
の
か
、

『
Ｂ
Ｕ
Ｔ
』
な
の

か
」
と
い
う
の
が
、
質
問
の
趣
旨
だ

っ
た
。
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
が
十

分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
、

岸
日
は
や
や
失
望
し
た
。

「
も
ち
ろ
ん
、

「
Ｂ
Ｕ
Ｔ
』
だ
。

だ
か
ら
平
和
利
用
と
は
い
え
、
手
放

し
で
原
子
力
発
電
の
推
進
に
賛
成
し

て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
」
。
岸
圏

は
、
原
子
力
に
対
す
る
自
身
の
考
え

を
な
ん
と
か
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
、
と
願

っ
た
。

「原
子
力
発
電
の
手
引
」
は
、
序

章
で

「朝
日
新
間
の
社
説
」
に
触
れ

て
い
た
。
そ
れ
を
読
み
出
し
た
岸
田

に
は
内
心
、
納
得
し
き
れ
な
い
感
情

が
あ

っ
た
。
序
章
は
、
次
の
よ
う
に

始
ま

っ
て
い
た
。
　
一朝
日
新
聞
の
社

説
は
、　
一
九
五
四
年
、
日
本
で
原
子

力
開
発
の
回
火
が
切
ら
れ
て
以
来
、

一
貫
し
て
原
子
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
軍

事
利
用
に
反
対
、
平
和
利
用
を
青
定

す
る
立
場
ル
）と
り
続
け
て
い
る

一

こ
れ
で
は
、
平
和
利
用
な
ら
無
条

件
で
賛
成
、
と
な

っ
て
し
ま
う
で
は

な
い
か
。
　
一原
子
力
の
軍
事
利
用
反

対
は
言
わ
ず
も
が
な
、
の
こ
と
だ
。

朝
日
に
対
す
る
原
発
反
対
派
か
ら

の
苦
情
、
批
判
が
強
ま
る
の
は
、
実

は

一
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、
Ｂ
Ｕ
Ｔ

一
論
が
出
る

半
年
ほ
ど
前
に
さ
か
の
ぼ
る
っ
反
対

派
に
せ
よ
、
推
進
派
に
せ
よ
、
原
子

力
に
関
心
を
持
つ
読
者
の
多
く
が
、

記
憶
に
残
る
記
事
と
し
て
挙
げ
る
の

は
七
六
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

第

一
次
原
発
ラ
ッ
シ
ュ

日
本
で
は
、

一
九
七
四
年
か
ら

七
九
年
に
か
け
て
原
子
力
発
電
所

の
第
二
次
ラ
ッ
シ

ュ
が
あ

っ
た
。

商
業
用
の
原
発
第

一
号
が
営
業
発

電
を
開
始
し
た
の
が
、
六
六
年
七

月
。
こ
れ
を
合
め
七
三
年
ま
で
の

八
年
間
に
操
業
に
踏
み
切

っ
た
原

発
は
五
基
だ

っ
た
。
だ
が
、
七
四

年
に
は

一
挙
に
二
基
が
稼
働
し

た
。
そ
の
後
も
、
七
五
年
に
は
二

基
、
七
六
年
に
三
基
、
七
七
年

一

基
、
七
八
、
七
九
年
は
引
き
続
い

て
三
基
ず
つ
原
発
が
発
電
を
始
め

て
い
る
。
こ
の
六
年
間
で
、
原
発

は
十
五
基
も
増
え
た
こ
と
に
な

プＯ
Ｄ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

平
和
利
用
で
す
ら
、
原
子
力
技
術
が

い
ま
だ
未
熟
で
完
成

へ
の
努
力
が
必

要
な
こ
と
、
そ
れ
に
原
子
力
行
政
に

対
す
る
国
民
か
ら
の
信
頼
を
確
保
す

る
こ
と
、
原
発
建
設
地
の
地
元
が
納

得
し
た
う
え
で
受
け
入
れ
て
く
れ
る

こ
と
、
の
条
件
が
不
可
欠
だ
。

『
Ｂ

Ｕ
Ｔ
』
で
い
い
た
い
の
は
、
ま
さ
に

そ
の
こ
と
だ

っ
た
の
に
、
や
は
り
理

解
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
」
と
、
岸
田

は
思

っ
た
。

研
究
班
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、

原
子
力
発
電
の
必
要
性
を
認
め
て
い

る
記
者
、
原
子
力
技
術
の
安
全
性
に

強
い
疑
間
を
投
げ
か
け
て
い
る
記
者

も
い
て
、
そ
の
点
で
は
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ま
と
め
役

の
西
村
は

「会
合
の
度
に
、
こ
の
両

者
は
主
張
が
激
突
し
て
大
変
だ

っ
た

の
で
、
落
と
し
ど
こ
ろ
は
そ
れ
な
り

に
気
を
使

っ
た
」
と
、
当
時
を
振
り

返
っ
て
い
る
。
　
．

「原
子
力
発
電
の
手
引
」
を
正

な
資
料
に
す
る
た
め
、
研
究
班
は
社

外
の
専
門
家
に
も
記
述
の
点
検
を

て
も
ら
っ
た
。
そ
ん
な
経
緯
も
あ

て
、
完
成
直
後
に
社
外
の
原
子
力
関

係
団
体
か
ら

「
二
万
部
ほ
ど
売
ら

て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
予
想
外

注
文
が
舞
い
込
ん
だ
。

前
書
き
を
書
い
た
岸
田
自
身
は

時
、
そ
の
事
実
を
知
ら
な
か

っ
た

「そ
れ
く
ら
い
、
推
進
派
寄
り
の

来
ば
え
だ

っ
た

、
と
い
う
こ
と
だ

う
」
と
、最
近
に
な

っ
て
感
想
を
沐

て
い
る
三
こ
れ
は
推
進
側
に
偏
り
過

ぎ
て
い
る
、
と
感
じ
た
表
現
が
発
電

シ
ス
テ
ム
や
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
安

全
性
に
関
す
る
部
分
で
散
見
さ
れ
、

不
本
意
で
は
あ

つ
た
が
、
こ
れ
が
研

究
班
の
総
意
な
の
か
、
と
あ
え
て
異

論
を
差
し
挟
ま
な
か

っ
た

，
一い
う
ｃ

京
大
生
だ

っ
た
森
は
帰
郷
し
て
い
て

家
族
と
と
も
に
被
爆

、
両
親
と
兄

嫁
、
め
い
を
同
時
に
失
い
、
自
分
だ

け
が
奇
跡
的
に
動
か

っ
た
。
そ
れ
た

け
に
、
核
兵
器

へ
の
憎
し
み
は
人

一

倍
強
い
が
、
数
射
能
を
恐
れ
て
県
子

力
に
屈
す
る
の
で
は
な
く
、
人
類
の

た
め
に
正
し
く
使

っ
て
ほ
し
い
、
と

で
、
原
子
力
に
対
す
る
強
い
反
対
の

声
が
高
ま

っ
て
い
た
。

自
主
開
発
の
必
要
性
を
著
し
た

一核
燃
料

一
シ
リ
ー
ズ
が
、
原
子
力

技
術
者
の
慢
心
を
誘
い
、
反
原
発
感

情
を
必
要
以
上
に
あ
お

っ
て
は
困
る

と

、
森
は
心
配
し
た
。
だ
か
ら

、

一
ひ
い
き
の
引
き
倒
し

、
に
な
ら

ね
ば
い
い
が

…
…
」
と
い
う
思
い

で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
読
み
続
け

一た
。

0/CЧ



29 12版 1995年 (平成 7年)6月 17日   土曜日 朝

そ
の
作
業
も
追
い
込
み
に
差
し
か

か

っ
た
四
月
八
日
、
研
究
班
の
メ
ン

バ
ー
は
、
そ
れ
ま
で
に
原
子
力
を
担

当
し
た
歴
代
の
論
説
委
員
四
人
の
う

ち
二
人
か
ら
直
接
に
話
を
聴
く
こ
と

に
な

っ
た
っ
し
ん
が
り
を
務
め
る
岸

里
は
こ
の
日
、
多
忙
た

っ
た

）
午
前

中
は
社
外
の
会
議
が
あ
り
、
夕
方
の

原
子
力
共
同
研
究
班
の
勉
強
会
ま
で

に
、
翌
九
日
の
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た

社
説

一カ
ー
タ
ー
新
政
権
の
原
子
力

政
策
」
を
書
き
上
げ
、
ど
う
に
か
約

束
の
午
後
四
時
に
間
に
合

っ
た
。

「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、
Ｂ
Ｕ
Ｔ
」
は
、
そ
の

事
故
か
ら

一
年
た
っ
た

一
九
八
〇
年
二
月
、
よ
う
や
く
米
ス

リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
の
内
部
の
検
査
が
始
ま

っ
た
。
時
が
た

つ
に
つ
れ
、
事
故
の
深
刻
さ
が
増
し
て
い
っ
た
封
Ａ
Ｐ

四
十
八
回
連
載
さ
れ
た

「
核
燃
料

…
探
査
か
ら
廃
棄
物
処
理
ま
で

一

で
あ
る
。

後
に
第
二
部
が
加
筆
さ
れ
て

一
冊

の
本
に
も
な
っ
た
、
こ
の
連
載
企
画

に
つ
い
て
、
日
本
原
子
力
産
業
会
議

事
務
局
長
だ

っ
た
森

一
久

（
現
専

務
理
事
卜
六
十
九
歳
）
は

一
行
政

や
大
企
業
な
ど
体
制
側
に
手
厳
し

い
従
来
の
報
道
姿
勢
に
比
べ
る
と
、

朝
日
は
変
わ

っ
た
の
か
、
と
い
う

印
象
を
受
け
た

一
と
、
語

っ
て
い

す０
。広

島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
、

い
う
の
が
森
の
信
条
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
原
子
力
を
平
和
産
業
と
し

て
推
進
す
る
原
産
会
議
に
身
を
置
い

一
一（の
デ
ｔ

連
載
企
画

一核
燃
料

一
は
、
日
本

で
の
原
子
力
発
電
に
よ
る
営
業
開
始

か
ら
十
年
、
動
力
炉

・
核
燃
料
開
発

事
業
開

（動
燃
）
が
発
足
し
て
か
ら

九
年
、
と
い
う
時
期
に
あ
た

っ
て
い

た
。
原
発
の
実
績
を
重
ね
つ
つ
あ

っ

た
電
力
会
社
や
、
原
子
力
技
術
の
自

主
開
発
に
携
わ
る
動
燃
な
ど
、
原
子

力
の
実
務
関
係
者
た
ち
が
自
信
を
持

ち
始
め
た
こ
ろ
で
あ
る
３
そ
の

一
方

「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、
Ｂ
Ｕ
Ｔ

一
の
波
紋
が

広
が

っ
て
か
ら
約
二
年
後
の
七
九
年

二
月
二
十
八
日
、
米
ベ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
で
重

大
な
事
故
が
発
生
し
た
。
ま
さ
に

一
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、
Ｂ
Ｕ
Ｔ
」
の
真
意
が
試

さ
れ
る
よ
う
な
事
故
だ

っ
た
。

「放

射
能
を
合
ん
だ
蒸
気
が
噴
出
」
と
い

う
第

一
報
は
二
十
九
日
付
朝
刊
に
掲

載
さ
れ
、
同
日
夕
刊
で
は
米
原
子
力

規
制
委
員
会

（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
が

「原
発

事
故
と
し
て
史
上
最
悪
」
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。

米
国
で
は
折
し
も
、
核
燃
料
の
炉

心
溶
融
と
い
う
原
発
の
重
人
事
故
を

テ
ー
マ
に
し
た
映
画

「チ
ャ
イ
ナ

・

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
が
話
題
作
と
し
て

封
切
ら
れ
た
直
後
だ

っ
た
。
こ
の
時

点
で
は
炉
心
溶
融
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｒ

Ｃ
は
可
能
性
は
小
さ
い
と
見
て
い
た

が
、

「事
故
を
起
こ
し
た
原
子
炉
の

運
転
に
共
同
参
加
し
て
い
る
メ
ト

ロ

ポ
リ
タ
ン

・
エ
ジ
ソ
ン
社
の
技
術
者

は
燃
料
棒
の

一
割
は
溶
融
し
た
疑
い

が
強
い
と
指
摘
」

（二
十

一
日
付
夕

刊
）
し
た
。

こ
の
事
故
の
評
価
を
巡

っ
て
社
内

に
は
、　
一‐騒
ぎ
過
ぎ

一

「深
刻
な
事

態
」
と
見
解
が
三
分
し
た
。
そ
の
対

立
は
尾
を
引
き
、
六
月
十
二
日
に
は

朝
日
新
聞
労
働
組
合
が
ス
リ
ー
マ
イ

ル
島
原
発
事
故
を
中
心
に
社
内
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

一原
発
問
題
と
新
聞
報

道
」
を
開
い
た
。
そ
の
場
で
、
冷
静

な
対
応
を
主
張
す
る
側
は
、

「核
燃

料
が
溶
融
し
て
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る
、

と
い
う
記
事
も
映
画
チ
ャ
イ
ナ

・
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
結
び
つ
け
て
何
度
か

紙
面
を
に
ぎ
わ
せ
た
が
、
そ
の
よ
う

な
現
象
は
つ
い
に
起
き
な
か

っ
た

一

と
、
言
い
切

っ
た
。

し
か
し
、
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
が
事

故
原
因
の
調
査
を
委
託
し
た

一
Ｅ
Ｇ

ア
ン
ド
Ｇ
社
」
は
、
事
故
か
ら
六
年

後
の
八
五
年
四
月
十
日
に

「炉
心
が

二
〇
％
も
溶
融
し
て
い
た
」
と
い
う

結
果
を
報
告
し
、
公
表
さ
れ
た

（
四

月
十
二
日
付
朝
刊
）
。
こ
の
記
事
に

は

一
炉
心
が
重
大
な
崩
壊
を
受
け
た

こ
と
は
事
故
当
時
か
ら
明
ら
か
で
…

…
も
し
二
〇
％
と
い
う
調
査
結
果
が

正
し
い
と
し
て
も
、
当
時
か
ら
の
推

定
の
範
囲
内
だ
と
思
う
」
と
い
う
日

本
原
子
力
研
究
所
原
子
炉
安
全
工
学

部
長

（現
原
子
力
安
全
委
員
）
の
佐

藤

一
男
侯

こ
の
談
話
が

つ
い
て
い

た
。
炉
心
溶
融
は
誤
解
の
産
物
で

「燃
料
棒
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な

っ
て
し

ま
う
と
い
う
事
態
か
ら
は
、
ほ
ど
遠

い
も
の
だ

っ
た
」

（七
九
年
六
月
十

三
日
付
朝
刊
）
と
報
道
す
る
こ
と
が

当
時
は
冷
静
な
対
応
だ
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
と
、
な
ん
と

も
不
可
解
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
三
年
半
後
の
八
八
年
十

月
末
に
は
い
米
エ
ネ
ル
ギ
「
省
ア
イ

ダ
ホ
技
術
研
究
所
の
専
門
家
が

、

「溶
け
た
炉
心
は
四
五
％
、
と
国
際

会
議
で
報
告
」

（十

一
月

一
日
付
夕

刊
）
し
た
。
翌
八
九
年
二
月
末
に
は

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
の
所
有
者
で

あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｕ
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
社
自
体

が

「
核
燃
料
全
体
の
五
二
％
が
溶
融

し
、
溶
融
し
な
か

っ
た
残
っ
の
炉
心

も
大
半
が
こ
な
こ
な
に
崩
れ
た

一

（六
月

一
日
付
夕
刊
）
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
ニ
カ
月
余
り
後
の
八
月

初
め
に
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
の
底

に
亀
製
の
よ
う
な
も
の
が
二
本
走

っ

て
い
る
こ
と
を
Ｎ
Ｒ
Ｃ
が
認
め
た
。

時
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
深
刻
さ
が
深

ま
る
と
こ
ろ
に
原
子
力
事
故
の
怖
さ

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

八
六
年
四
月
に
は
旧
ソ
連
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
発
電
所
で
史
上
最
大
の
事

故
が
起
き
、
周
辺
住
民
の
被
ば
く
後
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電
力
業
界
の
お
こ
り
は
、
こ
れ
よ

り
数
年
前
に
す
で
に
そ
の
兆
し
が
見

え
て
い
た
っ
そ
の

一
例
が
あ
る
。
日

本
原
子
刀
研
究
所
が
七
〇
年
に
、
原

子
炉
の
冷
却
材
喪
矢
と
い
う
重
大
事

故
を
想
定
し
た
研
究
に
取
り
組
ん
だ

時
の
こ
と
で
あ
る
。
　
コ
嘔
力
業
界
か

ら
は
、
実
証
済
み
の
原
子
炉
な
の
だ

か
ら
、
そ
ん
な
研
究
は
不
急
不
要

だ

、
と
非
難
の
声

を
浴
び
せ
ら
れ

た

一
と
、
当
時
、
原
研
の
燃
料
工
学

部
長
だ

っ
た
石
原
健
彦
↑
９
は
日
本

原
子
力
学
会
誌
に
回
顧
録
を
寄
せ
て

い
る
。

◆
毎
週
土
曜
日
に
掲
載
し
ま
す
。 遺

症
は
い
ま
だ
に
続
く
ｃ
日
本
で

も
、
九

一
年
二
月
に
は
関
西
電
力
美

浜
発
電
所
で
蒸
気
発
生
器
の
細
管
が

破
断
し
、
緊
急
炉
心
冷
却
装
置
が
作

動
す
る
大
事
故
が
発
生
し
た
「

発
電
中
の
事
故
ば
か
り
で
は
な

い
。
原
子
力
で
電
気
を
起
こ
せ
ば
、

必
ず
放
射
能
の
ご
み
が
発
生
す
る
。

こ
の
放
射
性
廃
棄
物
は
ど
ん
ど
ん
た

ま
る

一
方
で
、
処
分
、
管
理
に
つ
い

て
は

一
般
の
人
た
ち
が
納
得
で
き
る

よ
う
な
対
策
も
見
通
し
も
立

っ
て
い

な
い
。
中
で
も
、
使
用
済
み
核
燃
料

の
再
処
理
に
よ

っ
て
出
て
く
る
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
い
ま
、
世
界

中
か
ら
厄
介
物
扱
い
さ
れ
て
い
る
。

寿
命
が
尽
き
た
原
子
炉
の
後
始
末

を
す
る
廃
炉
問
題
も
あ
る
ｃ
原
子
力

に
対
す
る

「Ｂ
Ｕ
Ｔ
」
の
問
い
か
け

は
、
ま
す
ま
す
重
み
を
増
し
つ
つ
あ

る
。
　
　
　
　

　
　
　

（敬
称
略
）


